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第1章 鍋蓋の概要

1-1 調査の経緯及び目的

<背 景>

(1)ケラニ河は､同国第2位の涜域面積(A-2,280kd)を有する河川である｡

W 同河川は洪水による氾濃をくり返し､沿岸の農地､社会資本等に大きなダメージ

を与えてきている｡ (古くは1930年､ 40年､ 47年の3木洪水､ 1966年､ 67年の洪永､

最近では1989年に最大級の洪水が発生している｡ )

(3)これらの被害に対し､ 1976年､かんがい局では､同河川の治水･利水計画の見直

し(1961年のF/Sレポート)を行っているが､当時ほ国家プロジェクトである｢マ

ハヴュT)農業開発マスタープラン+の実施促進が決定されたこともあり,岡見直し

案は実施されないままに蕗わっている｡

㈹ 現在のケラニ河下洗沿岸は急激な社会環境の変化により､沿岸農民の土地利用､

整備等を含めた総合開発の策定が必要となってきている｡

(5)又､ケラニガンガ本涜と支涜の合読点には､地区内への洪水連続防止の樋門等が

多数設置されている｡ 1930年-1940年に建設されたこられの構造物ほ老朽化し､･特

に1989年の大洪水によって-蔀は破壊清出している｡このため､本川から支川へ土

砂が涜入し､盤内農地に排水不良地域(3,000ha)が生じ､農地としての機能が果た

せなくなってきている.

これらの農地は,レンガ用の採土として利用され､掘削跡から蚊､ハエ等が発生

し､地域住民の健康上の問題とさえなっている｡

企画部
長方形

企画部
長方形



<経 緯>

(1) 1990年1月22日､ CKCのメンバーはウパT)局次長(Mr. U. Delpachitra, Pr

ovimcial Director lrrigation)の要請により1989年の大浜水によってダメージを

受けた地点の視察を行った｡

この視察ほかんがい局から2名のエンジニアも同行して行なわれ､主としてケラ

ニガンガ左岸のMF P計画を対象として行った｡

(2)視察後､同メンバーは､日本大使飴村上一等書記官を訪問し､本案件を1990年度

新規ADCA P/F貰件として申窟し､再度訪スする計画であることを報告し､嬉園

した｡

(3)本案件はADCA,農水省の審査を経て､ 1990年度ADCA P/F案件として承認

され､今回の調査となったものである｡

尚､本調査は｢ケラニガンガ総合農村開発計画(大規模調査) +と同時に実施され

たものである｡

1-2 調査団の編成

総 括 田 村.文 雄 (農村計画担当)

団 員 岩 田 国 樹 (かんがい排水担当)

団 員 宮 林 利 明 (事業評価担当)



1 -3
調査日程

平成2年11月27日-12月16日(20日間)

月日 曜日 行程 調査内容

11月27日

28日

29日

30日

火

衣

木

金

成田一シンガポール

シンガポールー一コロンボ

コロンボ

コロンボ

移動(JAL711)､シンガポール泊

移動(UL303)

日本大使飴､JICA事務所､政策計画実施省
表敬

かんカ,'.い局で調査スケジュールの打合わせ

12月1日 土 コロンボ 産業大臣表敬･打合せ

2日 日 コロンボ 現場調査準備

3日 月 コロンボく⇒ケラニサイト ケラニ河現場調査

4日 火

衣

金

土

El

月

火

水

木

金

土‾

日

コロンボ かんがい居で打合せ,統計局で資料収集

5日

6日

7日

8日

9日

10日

11日

12日

13日

14日

15日

16日

コロンボークルネガラー クルネガラⅠ/0で打合

マハイルパルマーアヌラ マ-イルパルマ農業試験所で打合せ及び試

-ダブラ

アヌラダプラーーガレンビ

験圃場視察

アヌラダプラf/0及び農業局で打合せ

ンドヌウェワーーハバラナ

ハパラナー→コロンボ

コロンボ‾⇔アタナカルサイト

コロンボ

コロンボ

コロンボ

コロンボ

コロンボ

コロンボ

コロンボーシンガポール

シンガポールーー成田

ガレンビンドヌウェワ町を中心に現場調査

移動,調査籍乗客理

アタナガルオヤ涜域現場調査

収集資料整理

かんがい局で資料収集､打合せ

政策計画実施省､外資局で調査結果報告

かんがい局で調査結果報告

牧集資料整理及び調査レポート作成

日本大使飽及びJICA事務所報告

移動(SQ401)､機中泊

移動(JL712)



1-4 鞠査面談老

1. Ea)bassy of Japan

Mr. ShiTI伽rakadTi, First secretary(economic cooperation)

2. JICA Colombo office

k4r. Hiroshi輔iino, Assistant Resident Representative

3. h4inistry of Policy Planning and lmplementation (MPPI)

Mr. C.舶Iiyadde, Director, Regional Development Diyision

蜘r. D. ”. Ariyawansa, Dupty director, Regio71al Development Division

4. 枇inistry of Finance and Planning

MT. S.押eeTaPaDa, Dupty director, Exte川al Resources DepartmeJlt (ERD)

5. Ministry of Land, Irrigation and Mahweli Developmerlt

凶r. K. Yoganathan, Director, Irrigation Department

Mr. ”. Madusuthanan, Senior dupty director, lrrlgation Department

Mr. Upali Delpachitra, Dupty director, IrrigatiorI Department

Mr. D.T. Anarasekare, Irrigation enginner, Colombo RaTL8e

Office of Dupty director of lrr18ation, North western province. Kurnegala

肘r

Mr

Mr

Deem, Set)ior JrrigatioD EDgiDeer

Bandara, Senior lrrlgation Englneer

S.R. Devaguru, Dupty secretary of Irrigation, North Western province

Office of Dqpty director of lrrigatioT], North ceTItral province, Anuradhapura

肘. 〃e臥a NLJLmTa, Set)ior lTrjgatjoD EngjDeer

Nr. Nandasena, Senior lrrlgation Engineer

6. Chief Secretry's office, North central province, Anuradhapura

肘T. AustjD Jayawardena, Chief secretary, North central province

7. Agricultural Research Station, Nahailuppallama

Dr. Ariyarat8a, Dupty director (Research)

8. Office of Provincial Director of AgrictJlture, North central province,

ADuradhapura

Mr. Jayasekera, Provincial Director Agriculture

9. GaleDbit)duntJWeWa AGA Divisjot), AnuTadhapura

㍍r. Jayasekere, Assistant Government Agent

10. Ministry of Power and Energy

h(r. Savath Cbandra Rajakaruna,池inister, Energy CorlSerVation

姐r. Amaradasa Guna吋ardena, Secretary, Energy Conservation



第2章 計画概要

2-1 農業/農業開発プロジェクトの現状

スリランカの農業は経済上の重要赤門として位置づけされ,現在もその施策が継続され

ている｡農業生産はGDPの25%､外貨獲得の40%､雇用機会創出の45%を占めている｡

スリランカ国でほ｢農業生産の3大目標+ ､ ｢農業開発の重点政策+を以下のとおり定め

ている｡

r農業生産の3大目標J

(1)基幹食糧の適正生産

(2)外貨獲得型農業の推進

(3)地方における所得向上と雇用横会の創出

r農業開発の重点政策+

(1)既設かんがい施設の改修及び農地(含む水源)保全

C2)農業支援増強のための研究と開発

(3)農村融資強化のための支援とサービスの改善

(4)高い雇用機会を伴った地方プロジェクトの推進

(5)農産物生産者の奨励と涜通挽構の改善

(6)地域に沿った農業開発の強化

(7)ジャナサビヤ農民雇用機会の創出

(a)農業開発に関する諸制度有効機能のためのシステム開発

農業鯛発プロジェクトに対する政府の方針ほ､既存施設を利用した水管理方式の改善と

経済性と社会情勢から選定された新計画の開発に今後共投資する意向である｡

他のかんがい開発は､既存施設の改修計画を優先的に実施する方叙であり､これらのプ

ロジェクトほINMAS (Integrated Management in lrrigation Scheme)を基本として

おり､現在幾つかの施工中プロジェクトにおいて3次水路等の維持管理を農民組織に移管

する等の試みがなされている｡



2-2 地区概要

(1)開発構想

Kelani Gangaの下涜両岸に位置する農地 3,000haは(河川延長区間36km)
､洪水

の支川への連続による湛水被害と,沈積土砂による排水不良が生じている｡

かんがい局では､これらの被害を防ぎ､安全な稲作栽培を通じて生産の安定と増

収を目的とした Minor Flood Protection計画を策定し､蕗分的な靖彦を行ってい

る｡ しかしながら,最近10年間の人口増と､琴済の急成長により､これらの農地

をとりまく環境は土地取得､産業､住宅開発等の要求が高まり､総合的な開発計画

が必要となってきている｡

又､これらの地域はコロンボおよびガンバハ県の都市農村部に位置し､土地利用

の観点から高いポテンシャルを有しているものである｡

本計画ほ､既存施設を改良するばかりでなく､土地利用の正常化を通じて以下の

改善をケラニガンガ下流小規模農地でモデル的に展開することを開発構憩としてい

る｡

農業的な改善

ケラニ ガンガ

下涜

小規模農業施設

施設復旧

麻計画

=〉

土地混住化

正常化モデ

の作成

3

農地の適正配置

排水対策

かんがい施設改善

主都市近郊生活;

者の生活改善



(2)全体計画

計画範囲 :ケラニガンガ沿岸B-30km区間(NAGALAGAM測水所-甘ANWELA測水所間)

のMinor Flood Protection Scheme(MF P)を含めた農業施設復旧計画

対象Sched7e.･ L/8(コロンボ側)の13肝P Schea[e( ①-⑬､調査位置図参照)

R/B(ガンバ-側)の12MFP Schea)e( ①-⑫､調査位置図参照)

計画面横 : A-3,000ha(L/B -1,800ha ､ R/B -1,200ha)

計画内容 :樋門構造物改修エ(別紙改修計画の概要参照)

余水吐補修工

程防の盛土補修工

排水路の改修工(含渡深工)

護岸工

圃場整備工



(3)改修計画の概要

Kelani Ganga Minor Flood Protection Schemeより
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2-3 主要施設計画

(1)優先地区の選定

かんがい局では現在以下の2地区をMF P計画と関連する小規模農業施設復旧整

備計画の優先地区として選定している｡

計画名 受益面積 関連MFP計画名

Pallawela-oya ha

BOMIRIYAScheme 400

BarawaSchene

ha

324 MEEGODA

上記計画は､ケラニ河左岸(コロンボ県側)のMF P計画と関連するものであり､

右岸(ガンバハ県側)側は含まれていない｡今後は右岸側についても優先地区の選

定が必要である｡

(2)小規模農業施設復旧整備計画

<Pa11awela-oya Schene>

a. 排水改良工
-･･･

6kmの渡漠工

b.堤防築造工
-･･･

B=11kdI (両岸で22km)

c.構造物改修工-･･･ 1MF P桶門､ 3頭首工､ 12取水工

d. 圃場整備工

<Barawa Schene >

a. 頭首工築造工 --･･ 4ヶ所

b.捗水改良工

c. 圃場整備工



2-4 所見/考察

2-4-1 今後の調査内容

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

MF P計画との事業実施上の整合性

本案件の対象地区はケラニガンガMinor Flood Protection(MFP)計画と関

連があるため､この事業計画との整合性を図り調査を行う｡

河川改修計画との整合性

対象地区を読下する小河川(排水路)の最末端ほ逆洗防止樋門等の施設にてケ

ラニ河と噂をなしている｡これらの施設は河川工作物として取扱うペきであり､

ケラニ河､河川改修計画との整合性調査が必要｡

排水計画基準と事業規模

地区内(韓内地)の排水計画基準を定め､これによる事業規模の策定スタディ

を行う｡

ド/S 実施の必要性

上記(1)-(3)を考慮した仝MF P Scheme と本計画のF/S を実施し､その中から

優先地区選定作業を行う｡

土地混住化モデルの作成

優先地区として提案されている Pallawella-oya及びBarawa地区の土地混住化

モデル作成のスタディを行う｡

1 0



2-4-2 プロジェクト効果

プロジェクトの実施により以下の効果が見込まれる｡

(1)地域住民の洪水不安の軽減

(2)野菜､果物､高価値作物等の耕作と供給支援

(3)プロジェクト実施後の地域住民の定住と､それによるコロンボ-の労働力供給

(4)農業･産業を通じての直接･間接の雇用発生

以上から､本案件について早期に F/S調査を行い､計画性､妥当性効果の面から

適正な事業計画を定めることが必要である｡

1 1



芳3董 収集資料

3-1 社会･経済資料

(1) ECONOMIC & SOCIAL STATISTICS OF SRI LANKA (1980)

(2) SOCIO-ECDNOMIC TRENDS AND PATTERNS IN SRI LANEA 1989

(3) CENTRAL BANK OF SRI LANKA BULLETIN 1990

(4) SRI LANKA SOCIO-ECONOMIC DATA 1989

(5) PUBLIC INVESTMENT 1988-1992

(6) PUBLIC INVESTMENT 1989-1993

(7) A榊UAL SURVEY OF INDUSTRIES 1988 PRELIMINARY REPORT

(8) FOOD BALANCE SHEET 1988

(9) AGRICULTURAL STATISTICS OF SKI LANKA 1988

8頓 STATISTICAL ABSTRACT OF T¶E DENOCRATIC SOCIALIST REPUBLIC OF

SRI LANKA 1985

3-2 地 図

8D TOPOGRAPHICAL MAP 1:50,000 (全11葉)

8診 TOPO6RAFHICAL MAP 1:63,360 (全 7葉)

8診 TOPOGRAPrIICAL MAP 1:10,000 (全 4葉)

3-3 技術資料

84) KELANI GANGA BASIN SCF[EME, 1961

8S) KELANI GANGA FLOOD PROTECTION STUDY

川CEPTION REPORT, 1990

4⑳ MAJOR IRRIGATI■oN SCHEMES IN KURUNEGALA DISTRICT(TANK諸元概要表)

的 MAJOR'IRRIGATION SC8EMES IN PUTTALAM DISTR7CT(TANK諸元概要表)

8砂 DIVERSION FROM KELANI TO 粥.W.P.

8g) DEVERS川N 8F NAHAWELI WATER TD SENANAYAKE SAMUDRA
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